
                                           

 

二
〇
二
一
年
三
月
一
四
日(

日) 

護
憲
平
和
行
進(

通
算
６
４
９
回
目) 

 

浜
松
市
憲
法
を
守
る
会 

事
務
局 

浜
松
市
中
区
紺
屋
町
三
〇
一―

一
五 

★
月
例
護
憲
平
和
行
進 

毎
月
第
二
日
曜
日
・
午
後
一
時
・
浜
松
市
役
所
正
面
玄
関
集
合 

☆
東
日
本
大
震
災
・
福
島
原
発
事
故
か
ら
１
０
年 

 
 

２
０
１
１
年
３
月
１
１
日 

大
震
災
の
甚
大
な
被
害 

◆
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
、
震
度
７
を
記
録
し
た
東
日
本
大
震
災
。
震
源
域
は
南
北
５
０
０
㎞
、 

東
西
２
０
０
㎞
に
も
お
よ
び
、
死
者
と
行
方
不
明
者
は
合
計
２
５
、
９
４
９
人
。
津
波
に
よ 

り
冠
水
し
た
面
積
は
５
６
１
㎢(

山
手
線
の
内
側
面
積
の
約
９
倍)

、
全
壊
し
た
建
物
は
約
１ 

３
万
棟
に
お
よ
び
ま
し
た
。 

 
 

東
京
電
力
旧
経
営
陣
「
無
罪
」 

◆
２
０
１
９
年
９
月
、
東
京
電
力
旧
経
営
陣
３
人
の
刑
事
裁
判
は
「
原
発
の
運
転
を
と
め
る
と 

考
え
る
よ
う
な
巨
大
な
津
波
が
予
測
で
き
た
と
は
言
え
な
い
」
と
し
て
無
罪
判
決
を
言
い
渡 

し
ま
し
た
。
世
界
最
悪
レ
ベ
ル
の
事
故
に
よ
り
多
く
の
人
が
避
難
し
た
中
で
、
当
事
者
が
責 

任
を
取
ら
な
い
判
決
に
、
納
得
で
き
ま
す
か
？ 

復
興
の
た
め
の
財
源
は
私
た
ち
の
負
担
に 

◆
復
興
の
た
め
の
総
事
業
費
は
３
２
兆
９
０
０
０
億
円
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
３
年

～
２
５
年
間
に
お
よ
ぶ
所
得
税
増
税(

２
、
１
％)

が
実
施
さ
れ
、
ま
た
住
民
税
均
等
割
り
で

年
間
１
０
０
０
円
の
増
税
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

◆
原
発
事
故
の
処
理
費
は
、
賠
償
に
７
兆
９
０
０
０
億
、
除
染
に
４
兆
な
ど
、
ま
た
東
電
負
担

の
廃
炉
費
用
は
８
兆
円
と
見
込
ま
れ
、
総
額
は
２
１
兆
５
０
０
０
億
円
に
達
し
ま
す
。
こ
れ

は
私
達
の
電
気
料
で
回
収
し
ま
す
。
要
す
る
に
税
金
と
電
気
料
で
負
担
を
強
い
ら
れ
か
ね
な

い
状
況
な
の
で
す
。 

こ
れ
で
い
い
の
！ 

税
金
の
使
わ
れ
方 

◆
新
年
度
予
算
１
０
６
兆
６
１
０
０
億
円
が
決
定
し
、
９
年
連
続
過
去
最
大
を
更
新
し
ま
し 

た
。
防
衛
関
係
費
も
５
兆
３
４
０
０
億
で
、
７
年
連
続
過
去
最
大
を
更
新
し
ま
し
た
。
沖
縄 

県
民
が
反
対
し
て
い
る
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
含
む
米
軍
再
編
経
費
は
２
１
０
０
億
計
上 

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
復
興
庁
予
算
は
５
年
連
続
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
被
災
地
に 

自
助
を
強
要
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

 
 

 

恐
ろ
し
い
原
発
は
廃
止
し
よ
う
！ 

◆
福
島
県
に
よ
る
と
今
年
１
月
現
在
、
避
難
者
は
約
３
万
６
０
０
０
人
で
、
そ
の
う
ち
８
割
の

人
は
県
外
で
暮
ら
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の
理
由
は
原
発
事
故
が
収
束
し
て
い
な
い

こ
と
、
放
射
線
量
が
高
い
と
い
う
こ
と
か
ら
で
す
。 

 

膨
大
な
事
故
費
用
や
社
会
的
損
失
を
も
た
ら
す
恐
ろ
し
い
原
発
は
廃
止
し
ま
し
ょ
う
。 

浜松市憲法を守る会のホームページは http://gokenhamamatsu.g.dgdg.jp/              で検索 護憲浜松 

http://gokenhamamatsu.g.dgdg.jp/


                

☆
憲
法
二
十
五
条 

 

第
一
項 

す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
。 

 

第
二
項 

国
は
、
す
べ
て
の
生
活
部
面
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
及
び
公
衆
衛
生

の
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

 


